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地球温暖化防止の対策として化石燃料の中では最も CO2排出原単位が小さい天然ガスの利用拡大が注目されてい
ます。現状、日本への天然ガスの輸入はすべてLNGに頼っています。一方、中国、韓国、ロシアなどは天然ガスパ
イプライン網を整備し、強固な天然ガス供給体制を構築しつつあります。このような中、わが国でも天然ガスパイプ
ラインのあり方に関して議論がなされています。 
日本エネルギー学会の天然ガス部会輸送・貯蔵分科会では天然ガスパイプラインに関する内外の敷設状況やこれま
での歴史、並びに関連の技術などについて勉強会を重ね、その成果を総説として日本エネルギー学会編集による単行
本「天然ガスパイプラインのすすめ」として2011年 2月に発行することにいたしました。本書は天然ガスパイプラ
インに関する現状理解に役立つものになると思います。 
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 天然ガスの輸送技術／ＬＮＧ受入基地の発達形態の歴史／ＬＮＧの海上輸
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の先人に学ぶ「社会インフラ整備は国家大計なり」 
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